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【
う
ら
へ
続
く
】

　

今
年
の
飲
食
料
品
の
値

上
げ
累
計
が
３
万
品
目
を

突
破
。「
記
録
的
な
22
年
の

約
２
万
５
８
０
０
品
目
を

上
回
る
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ

だ
」「
一
部
の
原
材
料
で
安

定
し
て
き
た
が
、
円
安
や

電
気
、
ガ
ス
代
な
ど
で
値

上
げ
要
因
は
続
い
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
ト
ラ

ブ
ル
続
出
。「
カ
ー
ド
の
担

当
企
業
が
軒
並
み
自
民
党

に
献
金
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

も
入
っ
て
い
る
」「
落
札
額

が
99
・
98
％
。
事
前
に
知

ら
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｄ
Ｉ
Ｃ
、
先
デ
研
で
組

織
見
直
し
。「
光
電
融
合
デ

バ
イ
ス
の
商
用
化
加
速
に

向
け
、
７
月
に
発
足
し
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

デ
バ
イ
ス
社
に
人
員
を
移

行
す
る
。
次
世
代
光
電
融

合
デ
バ
イ
ス
の
研
究
開
発

を
推
進
・
強
化
す
る
た
め

と
い
う
」「
多
く
の
研
究
者

の
異
動
だ
。
施
行
は
８
月

１
日
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
の
供
与
を

決
め
た
。「
ク
ラ
ス
タ
ー
弾

は
２
０
１
０
年
の
オ
ス
ロ

条
約
で
使
用
、
製
造
が
禁

　

一
つ
は
、
国
民
に
社
会

保
障
の
給
付
削
減
と
負
担

増
を
押
し
付
け
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

そ
の
仕
掛
け
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
で
国
民
の
全
て

の
情
報
を
つ
か
み
、所
得
・

資
産
把
握
に
よ
る
社
会
保

障
の
応
能
負
担
を
徹
底
す

る
。ま
た
社
会
保
障
を「
自

己
責
任
」
の
制
度
に
変
質

財
界
が
要
求
、政
府
が
強
行
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

　

お
お
も
と
に
二
つ
の
財
界
要
求

　
　

国
民
の
情
報
つ
か
み
給
付
削
減
・
負
担
増

　
　

膨
大
な
情
報
を
ビ
ジ
ネ
ス
活
用

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

さ
せ
、「
個
人
の
負
担
に
見

合
っ
た
給
付
」の
名
で
、社

会
保
障
給
付
抑
制
と
負
担

増
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も

の
。
国
の
財
政
負
担
や
大

企
業
の
税
・
保
険
料
負
担

は
減
ら
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
大
量
の

個
人
情
報
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

国
・
自
治
体
が
保
有
す

る
個
人
情
報
は
、
多
岐
に

わ
た
る
膨
大
な
情
報
量
で
、

財
界
に
と
っ
て
は
宝
の
山

で
す
。
財
界
は
、
こ
れ
を

本
人
同
意
な
く
、
目
的
外

に
流
用
し
、
企
業
の
も
う

け
の
た
め
に
利
用
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
命
と
健
康
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
と
人
権
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
、
特
定

の
企
業
の
利
益
を
後
押
し

す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
廃
止
す
べ
き
で
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
は
「
ア
ル
プ
ス

処
理
水
」
の
海
洋
放
出
に

つ
い
て
、「
一
番
大
事
な
の

一番大事なのは関係者との約束

原発汚染水　海洋放出中止の決断を

　　志位委員長が会見（６日）

は
、
政
府
と
東
京
電
力
が

『
関
係
者
の
理
解
な
し
に

は
、
い
か
な
る
処
分
も
行

わ
な
い
』
と
約
束
し
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
約

束
に
背
く
行
動
を
と
ら
な

い
こ
と
だ
」
と
述
べ
、
放

出
中
止
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
、
国
際
原
子

力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
は

「
国
際
的
な
安
全
基
準
に

合
致
す
る
」
な
ど
と
し
た

も
の
の
、海
洋
放
出
を「
推

奨
す
る
も
の
で
も
支
持
す

る
も
の
で
も
な
い
」
と
留

保
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
。

「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
を
使
っ
て
放

出
を
合
理
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

　
「
凍
土
壁
」で
は
効
果
が

上
が
ら
ず
汚
染
水
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
専
門
家

グ
ル
ー
プ
は
長
期
対
策
と

し
て
「
広
域
遮
水
壁
」
な

ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、

政
府
・
東
電
は
海
洋
放
出

に
固
執
し
て
い
ま
す
。

　

志
位
氏
は
、
専
門
家
の

提
案
は
道
理
が
あ
る
と
の

べ
、「
や
る
べ
き
は
汚
染
水

を
止
め
る
た
め
の
真
剣
な

取
り
組
み
だ
」
と
力
説
し

ま
し
た
。

マイナカードと保険証を一体化し、
保険証を来年秋に廃止

マイナカード利用拡大に
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

止
さ
れ
て
い
る
」「
カ
ン
ボ

ジ
ア
首
相
が
何
百
年
も
苦

し
む
と
警
告
し
て
い
る
」

「
日
本
は
条
約
に
加
盟
し

て
い
る
。
政
府
は
反
対
す

べ
き
だ
」

　

被
爆
者
を
は
じ
め
、
幅

広
い
人
が
呼
び
か
け
た

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
署
名
」
の
共
同

提
出
の
つ
ど
い
が
５
日
、

参
院
議
員
会
館
で
行
わ
れ
、

署
名
累
計
１
３
０
・
４
万

日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名
、
批
准
せ
よ

　
　

署
名
１
３
０
万
人
分

　
　

平
和
団
体
が
外
務
省
に
提
出

人
分
を
外
務
省
担
当
者
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

日
本
原
水
協
の
高
草
木

博
代
表
理
事
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

の
川
崎
哲
国
際
運
営
委
員
、

環
境
活
動
家
で
プ
ロ
ダ
イ

バ
ー
の
武
本
匡
弘
さ
ん
ら

は
、「
核
兵
器
の
非
人
道
性

を
世
界
に
示
す
た
め
」「
気

候
危
機
と
平
和
の
危
機
の

運
動
は
共
通
」
と
し
て
唯

一
の
被
爆
国
日
本
こ
そ
条

約
に
参
加
せ
よ
と
強
く
要

求
。
被
団
協
の
濱
住
治
郎

核兵器禁止条約参加署名の第２次分を外務
省に提出する参加者ら

ド
あ
た
り
の
石
神
井
川
は

溢
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

今
は
改
修
さ
れ
て
大
丈
夫

に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
12
日
、
八
王
子
市
で

私たちは戦争の協力者
にならない
　  安保３文書学習会
　陸・海・空・港湾 20 労組

　
「
陸
・
海
・
空
・
港
湾
20

労
組
」
は
６
日
夜
、
都
内

で
「
安
保
３
文
書
」
と
交

通
運
輸
労
働
者
の
関
係
の

学
習
会
を
開
催
。

　

全
国
港
湾
の
玉
田
雅
也

書
記
長
は
岸
田
首
相
の
軍

備
増
強
を
批
判
、「
私
た
ち

交
通
運
輸
労
働
者
は
、
戦

争
に
動
員
さ
れ
る
対
象
と

な
り
、
仲
間
の
命
と
安
全

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
私

た
ち
は
戦
争
の
犠
牲
者
に

も
協
力
者
に
も
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
講

演
し
た
白
神
優
理
子
弁
護

士
は
、
安
保
３
文
書
に
盛

り
込
ま
れ
た
敵
基
地
攻
撃

能
力
は
憲
法
違
反
だ
と
指

摘
。「『
戦
火
の
海
に
船
員

は
二
度
と
行
か
な
い
』『
軍

事
荷
役
は
や
ら
な
い
』
な

ど
戦
後
の
労
働
組
合
の
原

点
を
掲
げ
て
共
同
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

使
用
・
製
造 

や
め
よ

非
人
道
兵
器
・
ク
ラ
ス

タ
ー
爆
弾

　

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
は
対

人
殺
傷
用
の
非
人
道
爆
弾

で
、
戦
争
終
結
後
も
不
発

弾
に
よ
る
犠
牲
が
つ
づ
く

も
の
。
禁
止
条
約
の
加
盟

国
は
１
１
１
ヵ
国
と
増
え

て
い
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
非
加
盟
で
、

戦
争
に
使
用
し
て
い
る
。

　

お
な
じ
く
非
加
盟
で
ク

ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
製
造
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
供
与
す
る
と

い
う
。
批
判
の
嵐
の
中
、

「
一
時
的
」と
弁
明
し
て
い

ま
す
が
、
い
わ
ば
戦
争
で

し
か
使
え
な
い
爆
弾
の
在

庫
処
分
。
兵
器
製
造
企
業

は
に
ん
ま
り
。
弁
明
の
余

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
Ｅ
）

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」日
曜

版
も
電
子
版
に
期
待

　

我
が
家
で
は
電
子
版

「
赤
旗
」
を
購
読
し
て
い

る
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
作
ら
れ
て

い
る
の
で
「
キ
ー
ワ
ー
ド

検
索
」
が
可
能
で
関
連
記

事
を
視
つ
け
や
す
い
。
記

事
の
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
」
作

り
に
も
便
利
だ
。
今
度
、

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」日
曜
版

も
電
子
版
が
発
売
さ
れ
る

と
言
う
の
で
、
期
待
し
て

い
る
。　
　
　
　
（
Ｈ
）

事
務
局
次
長
は
、
こ
れ
ま

で
に
同
様
な
署
名

１
０
９
・
８
万
人
分
を
提

出
し
た
と
紹
介
、
連
帯
し

て
い
く
決
意
を
語
り
ま
し

た
。

　

防
衛
省
の
２
０
２
２
年

防衛省の武器・燃料購入先
日本企業を抜いて米国がトップ

前年度比１・５倍の急増　22 年度

る
枠
組
み
で
、
価
格
は
米

国
内
よ
り
割
高
に
な
る
こ

と
が
多
い
ほ
か
、
未
精
算

や
未
納
入
、
不
良
品
の
納

入
な
ど
の
問
題
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
Ｓ
の
契

約
額
は
ア
メ
リ
カ
の
い
い

な
り
に
第
２
次
安
倍
晋
三

政
権
以
降
に
急
増
。
爆
買

い
が
延
々
と
続
き
、
日
本

国
民
の
税
金
が
米
政
府
や

米
軍
需
企
業
に
流
れ
て
い

ま
す
。

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
九
州
や
北
陸
の
豪
雨

は
大
変
だ
。
Ｔ
Ｖ
を
見
て

い
る
と
恐
ろ
し
く
な
る
」

「
東
伏
見
の
早
大
グ
ラ
ン

39
・
１
℃
を
観
測
。
今
年

の
全
国
最
高
気
温
を
更
新

し
た
」「
都
心
で
も
今
年
初

め
て
37
℃
を
超
え
た
」「
朝

の
挨
拶
が
暑
い
で
す
ね
に

代
わ
っ
た
」

度
の
中
央
調
達

（
武
器
や
燃
料
な

ど
の
購
入
）
の
う

ち
、
米
国
の
武
器

輸
出
制
度
「
有
償

軍
事
援
助
」（
Ｆ
Ｍ

Ｓ
）
に
基
づ
く
契

約
額
が
ト
ッ
プ
に

な
り
ま
し
た

（
図
）。
21
年
度
比

で
約
１
・
５
倍
の

急
増
で
す
。

　

Ｆ
Ｍ
Ｓ
は
米
国

が
価
格
や
納
期
、

契
約
解
除
ま
で
一

方
的
に
決
定
で
き


